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論文要約 

 

序章 

第 1節	 本研究の背景 

	 外国人人口の増加，また異なる文化的背景をもつ子どもたちの増加に伴い，近年わが国におい

て多文化共生推進の取り組みが行われている。例えば総務省は，外国人労働者の労働環境や，外

国人児童生徒教育，外国人登録制度等，国の各制度の見直しが不可欠であるとして，「多文化共生

推進プラン」を掲げた（総務省，2006）。このプログラムでは，外国人支援の取り組みを実施する

だけでなく，日本人住民側の多文化共生に関する意識啓蒙の重要性も含まれている。しかし，学

校教育においては多文化共生に向けた取り組みはほとんど行われていない。その原因として森茂

（2011）は，多文化共生にむけた取り組みが，マイノリティである在日外国人児童生徒，特にニ

ューカマーの児童生徒のための教育支援の問題として実践研究が行われてきたことを指摘してい

る。音楽教育においても，わが国における多文化音楽教育の展開の可能性を論じた研究はあるも

のの，実際の教育現場での実践はほとんど行われていない。したがって，先駆的に多文化音楽教

育を実践している米国がどのような過程を辿って今日に至ったのか，また多文化音楽教育がどの

ような目的を有しながら受容されてきたのかを明らかにすることは，わが国の音楽教育において

どのように多文化共生といった目的に寄与できるのか，重要な示唆を得ることができると考える。

さて多文化教育は，文化的マイノリティの視点に立ち，社会的公正という立場から，多様な人種，

民族，文化集団の共存・共生を目指す教育であり，米国においては 1960年代以降の公民権運動の

高揚とともに，少数民族の文化研究から，当時の「補償教育」の方向性とも相まって，全米的な

教育実践に発展していった。多文化教育の第一人者である Banks（2013）は，多文化教育の目的

を「国内のエスニックや文化の多様性を理解すること，異なる文化の理解を通して一国内で共生

するための知識，態度，スキルを獲得すること，文化的マイノリティに対する差別を撤廃するこ

とである」と述べている。このような目的を有する多文化教育の影響を受けて，米国の音楽教育

界においても多文化音楽教育の実践がこれまでに進められてきた。先駆的に多文化音楽教育研究

を行っている Campbell（1993）は，「多文化音楽教育とは，人種，民族の起源，年齢，階級，性，

宗教，ライフスタイルによって特徴付けられるグループの音楽を学習することである。」と述べて

いる。しかし多文化音楽教育が，音楽の学習によって文化的マイノリティとされる人々との共生

を目的としているにも関わらず，2008 年に米国において音楽教育者の主要な団体である Music 

Educators National Conference（以下，MENC1））の後援を得て開催された「多文化の音楽に関する

全米シンポジウム」の報告書を概観すると，その実態はWorld Musicの学習や，音楽の諸要素の

学習に比重が置かれている状況である。以上より，本研究では，米国における多文化音楽教育と

いう領域がいかなるものであるのか，という問題意識を背景として，1960年代後半から現在まで

の米国の多文化音楽教育がどのように受容され，さらに展開されてきたのかを明らかにする。 

 

第 2節	 先行研究の検討 

米国の多文化音楽教育の歴史に関する主な先行研究として，Campbell（1993）や Volk（1993），

磯田（2003）が挙げられる。Campbellの理念の特徴は，Multiethnic Music EducationとWorld Music 
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Educationの側面から多文化音楽教育を論じている点である。Multiethnic Music Educationが学習者

の集団や文化的マイノリティの音楽に焦点を当てるのに対して，World Music Educationは世界中

の様々な音楽様式を扱うことや，音楽の構成要素の学習を行うことが特徴として挙げられている。

Volkは，米国の音楽教育において民族音楽の学習が発展していく過程を多文化音楽教育の歴史と

して広く捉えている。一方磯田は，米国においてマイノリティとされる子どもたちの学習機会の

平等がいかにして目指されたのか，また偏見を排除するためのカリキュラムをどのように開発し

てきたのかという視点から，1960年代以降の米国における多文化音楽教育の歴史に関して論じて

いる。ここで，本研究における多文化音楽教育の定義について言及する。様々な先行研究で多文

化音楽教育の定義について述べられているが，そのなかで共通する点が“文化的マイノリティの

音楽や対象となる人々に対する理解”という視点である。したがって本研究では，多文化音楽教

育を「世界の様々な国，地域，及び民族の音楽を単に学習するこれまでの音楽教育とは性質を異

にするものであり，異なる文化的背景をもつ人々を尊重し一国内で共生できる力を育成するため

に，米国内における文化的・民族的マイノリティに対する理解を音楽の学習を通して行う教育」

であると定義付ける。さて，現在の多文化音楽教育は理論と実践の間にずれが生じていることは

前述した通りだが，これまでの先行研究において，多文化音楽教育の理念と実践との乖離に注目

した研究は存在しない。したがって筆者は，多文化音楽教育にとって不可欠な部分として World 

Music の学習が存在しているのではないか，また多文化音楽教育を語る際，純粋に文化的マイノ

リティの音楽の学習と限定して捉えることはできないのではないかという視点から検討を行う。 

 

第 3節	 本研究の目的と方法 

	 本研究では 3つの時代区分で検討を行う。第 1に，音楽教育界のターニングポイントともいわ

れるタングルウッドシンポジウムが開催された 1967年から，Music Educaotrs Journal（以下，MEJ）

で初めて多文化音楽教育の特集が組まれた 1983年まで，第 2に 1984年から全米芸術教育標準が

制定された 1994年まで，第 3に 1995年から現在までである。研究を進めるうえでの主要な史料

は，MENC（NAfME）の刊行物に掲載された多文化音楽教育に関連する記事及び論文，米国の音

楽教科書及び教師用指導書，多文化音楽教育に関連する『授業計画集』及びシンポジウムの報告

書，またその時代や多文化音楽教育に関する書籍等である。これらの検討を通して，本研究では，

多文化音楽教育に対する考え方だけではなく，多文化音楽教育の指導法を追いながら，各時代の

多文化音楽教育の特徴を明らかにしていく。以上より，多文化音楽教育の理念と指導法の間にあ

る乖離の実態から，米国における多文化音楽教育の特徴及び意義と課題を明らかにすることを目

的とする。 

 

第 I部	 World Musicへの関心の高まりと多文化音楽教育導入の兆し（1967-1983） 

第 1章	 音楽教育界の変化と改革 

	 第 1章では，音楽教育界のターニングポイントともいえるタングルウッドシンポジウム（1967）

と，同シンポジウムを実現させるために行われた GO プロジェクト（1969）にみる多文化音楽教

育の特徴を考察した。 

	 多文化という視点からシンポジウムを鑑みると，第 1に西洋音楽以外のジャンル，及び米国の
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多様な民族の音楽をカリキュラムに導入しようとしたこと，第 2にインナーシティにおける音楽

教育に関して協議が行われたことが特徴として挙げられる。協議では，理念だけでなく実践に関

する討論も行われ，文化的マイノリティの子どもたちの教育環境を整えること，彼らを教える教

員養成プログラムの設置が提案される等，文化的マイノリティが抱える問題に対してより具体的

な対策が練られた。また，教材の拡大といった側面から，これまで教育の現場で取り上げられる

ことが少なかったジャンルの音楽及び問題に対して具体的な導入方法が協議された。以上より，

このシンポジウムが後の多文化音楽教育の方向性を指し示す役割を担っていたことがわかる。ま

た，タングルウッド宣言を実現するために行われた GO プロジェクトにおいても，西洋音楽以外

のジャンルの音楽をカリキュラムに導入しようとしたことや，文化的マイノリティが抱える社会

的問題に対応した音楽教育，及び教員養成に関して協議されたことを鑑みると，多文化的な側面

から理論と実践をより結び付けた音楽教育が求められていたといえる。 

 

第 2章	 1970年代初期の音楽教育における多文化音楽教育に対する意識 

	 第 2章では，多文化音楽教育という概念が少しずつ認識され始めた 1970年代初期において，多

文化的な視点が導入された Source Book of African and Afro-American materials for Music Educators

（以下，CMP7）（1972）及び『学校音楽プログラム』（1974）を中心に，多文化音楽教育が音楽教

育においてどのように扱われていたのかを明らかにした。 

	 その結果，1970 年代初期の多文化音楽教育の特徴として次の 2 点が挙げられる。 第 1 に，包

括的音楽家性の育成といった枠組みのなかに，多文化的な観点が含まれるようになったことであ

る。また，包括的音楽家性を育成すると同時に，特にアフリカ系アメリカ人の音楽を音楽教育に

導入することによって，様々な文化の音楽を肯定できる力を育成しようとした点は特徴的である。

第 2に，非西洋音楽を社会全体が共有すべき文化の 1つとして認識している点である。『学校音楽

プログラム』では，民族音楽，ポピュラー音楽，電子音楽といった様々な音楽が提示され，それ

らを様々な視点から分析することによって，多様な音楽の共通性や相違性を学習すること，また

多種多様な音楽を肯定し自分自身で価値判断ができる能力の育成が目指された。 

 

第 3章	 MEJ（1967-1983）にみる音楽教育者の関心事と多文化音楽教育 

	 第 3章では，当時の音楽教育者等が多文化音楽教育やWorld Musicに対してどのように考えて

いたのか，また，タングルウッドシンポジウム等の影響を受けて当時の音楽教育がどのような方

向性を有していたのかに関して MEJの記事より考察した。 

	 タングルウッド宣言をうけて，MEJ では 1960 年代後半以降，アフリカ系アメリカ人の音楽や

世界の音楽の学習に関する記事が盛んに取り扱われるようになった。多文化音楽教育の展開を追

ううえで，学習の主体が誰であるかということは非常に重要な視点である。とりわけこの期間に

はアフリカ系アメリカ人と白人が主体として登場する。アフリカ系アメリカ人にとっての音楽の

学習の目的は，黒人の音楽の学習を通して自身のルーツや文化を認識し，彼らのアイデンティテ

ィを育成することにあった。また，黒人音楽の学習を取り入れた人種的偏見に対するカリキュラ

ム開発を主張することで，そのような学習を偏見や差別と戦うという壮大な教育の一環として構

想していた。一方で，白人を主体とした黒人音楽の学習では，アフリカ系アメリカ人のルーツや
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文化を学習することを学習内容に取り入れようとする一方で，それらの音楽の学習は特徴的な音

楽の諸要素の学習が中心となっている。また，World Music の学習の目的は，音楽の諸要素の学

習を通して多様な音楽や文化が存在することを認識することであった。とりわけ，学習の展開例

では，それぞれの音楽がもつ特徴的な要素の学習に比重が置かれており，多文化の音楽や文化を

認識しようという考え方は存在するものの，様々な音楽を平等なものとして学ぶWorld Musicの

学習という枠組みに強く設定されていたこと伺える。 

 

第 II部	 多文化音楽教育発展の過程（1984-1994） 

第 4章	 多文化音楽教育におけるWorld Musicの学習と文化理解 

	 第 4章では，これまで行われてきた音楽の諸要素の学習に加えて，文化理解の側面が強調され

てきた過程を，ウエスリアンシンポジウム（1984）及び The Butler World Music Project（以下，

BWMP）（1986）の報告書より論じた。 

	 これらの報告書の内容より，両者の特徴として以下のことが挙げられる。第 1に，単に音楽的

な諸要素の学習を行うのではなく，文化理解及び社会的機能の側面からWorld Musicの学習を行

おうとしている点，第 2に，世界の様々な音楽が同等なものであるという認識が高まった点，第

3に，音楽教育のすべてのレベルにおいて，World Musicの学習を導入する重要性を問うている点，

である。これまでの先行研究のなかでは，ウエスリアンシンポジウムが多文化音楽教育の一環と

して開催されてきたように捉えられている。また，多文化音楽教育研究の第一人者である

Campbellも，これら 2つの取り組みが多文化音楽教育の概念形成に大きな役割を果たしていると

指摘している。しかし，前述した特徴を考慮すると，必ずしも当時の音楽教育者が多文化音楽教

育の一環として，これらの取り組みを捉えていたわけではないのではないだろうか。確かに，

Campbellの主張からも明らかなように，一部の音楽教育者のあいだでは，これらの活動が多文化

音楽教育の一環であると考えられていることは事実であるが，それは理論的なことであって実践

にはほど遠いものであった。つまり，当時の音楽教育者の多くが関心を持ったのは，どのように

して多文化音楽教育を実現するかということよりも，これまで西洋音楽一辺倒だった音楽教育に

おいて，どのようにして西洋音楽以外の音楽，つまりWorld Musicを導入するかであったと考え

られる。以上より，1980年代の多文化音楽教育におけるWorld Musicの学習は，理念的には文化

的側面の学習が重要視されてきている一方で，その実際は，教材の多様化とそれらの導入を試み

る新たな方法論として捉えられていたといえる。 

 

第 5章	 MEJ（1984-1994）にみる多文化音楽教育の展開 

	 第 5章では，MEJの記事から，当時の音楽教育界において多文化音楽教育がどのように認識さ

れていたのかを論じた。 

	 1984 年から 1994 年の多文化音楽教育の特徴として次の 4 点が挙げられる。第 1 に，多文化音

楽教育に対する認識が定着してきた点が挙げられる。1983年に組まれた多文化音楽教育の特集以

降，多文化的な観点を有した記事が大幅に増加していることや，その他の記事でも多文化という

言葉が頻繁に登場するようになってきたことは，音楽教育において多文化主義的な学習の必要性

に対する認識が定着してきた表れであるといえよう。第 2に，文化的マイノリティを示すカテゴ
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リーが拡大した点が挙げられる。これまでは，アフリカ系アメリカ人を中心とした米国の様々な

民族を主に指していたが，1980 年中盤以降それらに加えて女性をも含むようになったのである。

第 3に，多文化音楽教育のアプローチ方法が多岐に渡っていった点が挙げられる。これは，1984

年のウエスリアンシンポジウム等，多文化的な音楽教育への関心が大きく高まったことが影響し

ている。第 4に，米国の様々なエスニックから誕生したジャンルの音楽が音楽教育に積極的に取

り入れられている点が挙げられる。西洋音楽以外のジャンルの音楽はこれまでにも多々掲載され

ていたが，それに加えて学習内容に歴史的な背景を盛り込んでいることは大きな特徴であるとい

える。以上より，1980年代以降の音楽教育において文化的マイノリティが指すものが人種や民族

に留まらずジェンダーを含むようになり，より具体化したことは特筆すべき点である。 

 

第 6章	 音楽教科書及び『授業計画集』の指導例における多文化音楽教育的側面 

	 第 6章では，音楽教科書及び多文化音楽教育に関する『授業計画集』を中心に，実践レベルで

のWorld Music及び多文化の音楽の導入方法から，理念と指導法の間にある乖離の実態を示した。 

西洋音楽にとらわれずに，世界の様々な地域の音楽を扱った World of Music（1988）であるが，

本教科書は 1960年代後半から 1970年代にかけて西洋音楽以外の音楽が音楽教育界において注目

され始めたことに影響を受けている。また，文化的背景を伴う音楽の学習が必要であるとする音

楽教育者が増加したことも特徴の 1つとして挙げられる。そのために，前述した音楽教科書や『授

業計画集』には，多文化の音楽や文化的な学習が盛り込まれている。当時の多文化音楽教育は，

多文化教育の目的の 1つである差別や偏見の打破を目指して多文化音楽教育としてどのようにそ

れを実現するかということよりも，「多文化の音楽」は「World Music」として広範囲に捉えられ，

どのようにして西洋音楽以外の音楽，つまりWorld Musicを導入するかに焦点が当てられ，それ

らの音楽と文化の関係を理解することが多文化的な学習であると捉えられていた。 

 

第 7章	 MENCの全米芸術教育標準（1994）における多文化音楽教育 
	 第 7章では，MENCが制定した全米芸術教育標準及び『学校音楽プログラム』において，多文

化音楽教育がどのような位置付けとなっているのかを明らかにした。 

	 全米芸術教育標準の序文では，「文化的多様性を取り入れた標準」と題されたカリキュラム規準

のなかで，米国が多様な文化，伝統，およびバックグラウンドを有した人々から成ること，また

その多様性の学習を学校教育に取り入れるべきであること，さらに民族性，習慣，伝統，宗教，

およびジェンダーの問題も扱うべきであること，等が明記されている。また，全米芸術教育標準

から音楽領域を抜粋した『学校音楽プログラム』では，各学年の目標のなかに，「生徒は，自分自

身の，また彼らのコミュニティとそれを越えた他者の歴史的・文化的伝統を理解しなければなら

ない。」（Grades K-4），「社会的な態度と振る舞いを形成する文化的で歴史的な影響を理解するこ

とによって，ますます文化的となるコミュニティで生活し活動するための準備をする必要があ

る。」（Grades 5-8）といった多文化的な観点を有した目標が含まれている。さらに，児童・生徒が

達成すべき能力として 9 つの「内容標準」が示されているが，9 つの「内容標準」のうち，多文

化音楽教育と関連がある文化及び歴史的背景の学習を含む内容標準として，「内容標準」9：「歴史

や文化との関連における音楽の理解」が設定されている。 
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第 III部	 多文化音楽教育の拡大及び一般化（1995-2014） 

第 8章	 音楽教育者による多文化音楽教育に対する認識 

	 第 8 章では，MENC が開催した「多文化の音楽に関する全米シンポジウム」（2006，2008）を

取り上げ，当時の多文化音楽教育に対する認識，及び同シンポジウムの歴史的意義を考察した。 

	 まず，このシンポジウムの特徴として以下の 4 点が挙げられる。第 1 に，World Music が今日

においても多数取り上げられていること。第 2に，学習者の多様性に即したカリキュラムの開発

を目指していること。第 3に，幼稚園レベルから大学レベルまで一貫した教育戦略を構築しよう

としていること。第 4に，実践レベルへ多文化音楽教育が浸透していることである。以上より，

多文化音楽教育における学習者層の拡大，またそれに伴う教員養成教育における認識の変化，学

習者の実態に応じた多文化音楽教育の展開の 2点が強調されたことが，このシンポジウムの特徴

であった。また，これまで差別や偏見を軽減させることに対する意識の低さ，また多文化教育本

来の目的に対する意識の低さが指摘されてきたことを鑑みると，米国社会が抱える問題に対する

具体的な方策をシンポジウムにて討議した点は特筆すべき点である。さらに，これまで多文化音

楽教育と称する学習に多く含まれていた音楽の諸要素の学習及び文化や歴史の学習には，その活

動の目的に変化の兆しがみられた。多文化教育の目的を掲げながらも，その内容は World Music

の学習や民族音楽の学習と実質上相違なかった従来の多文化音楽教育であったが，このシンポジ

ウムを通して，知識理解だけではなく，音楽経験を重視した態度の育成という新たな視点が提示

されたことの意義は大きい。 

 

第 9章	 MEJ（1995-2014）にみる多文化音楽教育観の変容 

	 第 9章では，MEJの記事から当時の多文化音楽教育の現状について論じた。 

	 MEJの記事にみられる，1995年から 2014年までの米国における多文化音楽教育の特徴として

次の 3点が挙げられる。第 1に，多文化の音楽を導入した音楽学習を実践レベルで可能にするた

めの手段が多岐に渡っていること。第 2に，多文化音楽教育の理念だけではなく，学習アプロー

チの側面に関心が向けられていること。第 3に，米国の様々なエスニックから誕生したジャンル

の音楽をカリキュラムに積極的に導入しようとしていることである。これらの背景には，1994年

に制定された全米芸術教育標準において，カリキュラムに多文化音楽教育の考え方が盛り込まれ

たことが挙げられる。このことによって，文化的背景や歴史的背景の理解が目標に取り入れられ

た実践が多くなり，実践レベルでの多文化音楽教育の定着が成されていったのである。以上より，

1995年から今日までの多文化音楽教育は，理念的な側面だけではなく，それをどのように実践し

ていくかを模索していった時代であったといえる。 

 

第 10章	 音楽教科書及び『授業計画集』の指導例における多文化音楽教育観の変容 

	 第 10章では，音楽教科書及び多文化音楽教育に関する『授業計画集』から，理念と指導法の間

にある乖離の実態を示した。 

1994 年以降，全米芸術教育標準に基づいた実践例が多数提案されてきた。そのために，1994

年以前と比較すると，音楽の諸要素の学習に留まらず，文化や歴史の学習を取り入れた実践例が

多数提案されている。また，1995年からは定期的に「多文化の音楽に関する全米シンポジウム」
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が開催され，多文化の音楽の導入方法等が議論される等，多文化音楽教育が音楽教育のなかで徐々

に一般化してきた点が 1995年以降の特徴として挙げられる。また，2006年及び 2008年に開催さ

れた同シンポジウムでは，「多文化の音楽」は「World Music」として捉えられ，World Musicの学

習を通して学習者に多文化的な経験をさせることに重点が置かれている。多文化音楽教育に関す

る『授業計画集』においても，歴史的・文化的背景の学習を行いながら身体表現等を通して学習

者の多文化的な経験が重要視された。以上より，これまで音楽や文化的背景の知識・理解に重点

が置かれがちであった多文化音楽教育の学習から，音楽経験を通じた，多文化社会に対応できる

態度の育成へとその目的が変容していることが 1995年以降の特徴として指摘できる。 

 

結章	 米国の多文化音楽教育の特徴及び意義と課題 
第 1節	 米国における多文化音楽教育の理論と実践の乖離の原因 

	 以上のように，本研究では多文化音楽教育の理論と実践の間に乖離があることを指摘してきた。

このような乖離が生じる原因として，以下の 2点が考えられる。  

	 第 1に，「多文化の音楽」という用語が，文化的マイノリティとされる人々の音楽に限定されず，

より幅広い音楽を指していることが挙げられる。それは，地域や民族に限定されず，ロックや Jazz，
また新たなカテゴリーとして現れたワールドビート等も含まれる。このような音楽を扱う場合，

差別撤廃や一国内での共生を目的とするよりも，むしろ様々な音楽に触れ，演奏経験を積むこと

が重視されたと考えられる。したがって，「多文化の音楽」とされる多様な音楽を導入する際に，

音楽の諸要素の学習に重点を置くのか，それとも文化や歴史の学習に重点を置くのか，その目的

を明確にすることが容易ではなかったことが乖離の原因の 1つとして考えられる。 
第 2に，多文化音楽教育において，音楽の諸要素の学習を完全に切り離すことができないこと

が挙げられる。多文化教育を論じる際に重要になるのは，平等や公平といった概念であるが，近

年音楽教育においても差別や偏見といった問題解決を行うための指導事例が提案されている。し

かし，現実問題として彼らが主張するような指導のみを行うのであれば，それは本来の音楽科教

育とは異なった方向性をもつことになるであろうし，このような活動が重視されれば，それは音

楽教育の目的からは逸脱することとなり，多文化教育としてのみ成立してしまう可能性もある。

そこで今日の多文化音楽教育の学習で多く提案されているのが，様々な音楽の学習を通して学習

者に多文化的な経験をさせることであった。 

 

第 2節	 米国の多文化音楽教育の特徴と意義 

以上を踏まえて，今日の多文化音楽教育の特徴として以下の点を指摘する。 

第 1に，多文化音楽教育における学習の目的が，音楽の文化的背景の理解から音楽経験を通じ

た多文化社会に対応できる態度の育成へと変化したことである。多様な知識や技術を必要とする

多文化音楽教育の指導は，現場の教師にとっては非常に困難なものであったが，学習方法の 1つ

として注目されている演奏を中心とした体験型の学習活動は，この困難さを緩和しつつも学習者

に対して効果的な学習を提供できるものとして捉えられていると考えられる。 

第 2 に，多文化音楽教育と World Music の学習が完全に切り離すことができない存在であり，

今日の多文化音楽教育は，多文化教育と音楽教育のハイブリッドとしての方向性を有しているこ
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とである。今日の多文化音楽教育の実態を考えるならば，多様な音楽経験によって他者の心情を

体感することにより，異なる文化を受容する寛容性という意味での態度の育成，という点におい

て多文化教育の目的に寄与しつつも，様々な音楽の学習を通して音楽そのものの本質的な理解も

行おうとする音楽教育としての役割も同様に担っていると考えられるのである。 

以上の特徴から，米国における多文化音楽教育の意義として以下の点を指摘する。第 1に，知

的理解ではなく経験を通した態度の育成をねらいとしていることから，これまでの自分自身の態

度を変えていくという意味で直接的に多文化教育にも寄与できること，第 2に，文化が創りださ

れた過程や変化を体験する多文化的な音楽経験が，これまでの価値観とは異なる枠組みで音楽に

接することができる態度を育成することである。 

 

第 3節	 米国の多文化音楽教育に対する批判 

	 さて多文化教育は，カリキュラムの多様化や教師の文化に対する理解の向上，また言語的側面

における教育の機会を保証している等，多くの点においてその重要性が認識されている。その一

方で，多文化教育や多文化音楽教育には，様々な批判もある。例えば Schlesinger（1992）は，多

文化主義の運動に対して，坩堝の理想を批判し，分離した人種・民族コミュニティを保持，助長

しており，多文化主義は米国を分裂させてしまう恐れがあると主張している。同様の批判は，多

文化音楽教育においてもみられ，例えば，民族や階級といった違いを強調することで，民族間，

階級間の分裂をもたらしていること，そして差別や不平等を失くすための取り組みとして諸民族

の音楽が強調されすぎていることが挙げられている。 

 

第 4節	 今後の課題 

	 本研究では，1960年代後半以降，米国においてどのように多文化音楽教育が受容されてきたの

か，理論と実践の乖離に着目しながらその展開を追ってきた。本研究の対象にしたのはあくまで

も MENC（2011年以降のみ NAfME）による多文化音楽教育に関係する史料であり，多文化音楽

教育が実際にどのように実践されているのか，その実態に触れることはできていない。また，大

学及び教員養成における多文化音楽教育の導入についても，その課題や重要性については明らか

にできたが，実際にどのような取り組みが行われているのか，実態の解明には至っていない。従

って，本研究で明らかになった枠組みを基に多文化音楽教育の実態を明らかにするために，現場

での実践や大学における取り組みを射程に入れた研究が今後必要である。 

 

注	 

1）MENCは 2011年以降，National Association for Music Education（NAfME）として活動を行って

いる。本研究では，2011年以前の NAfMEの活動については MENCと表記する。 
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